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６月定例会は大型補正予算を議決し閉会

〇女性活躍推進の観点から、婚姻に伴う改姓は不利益が生じる。
〇結婚時に女性が改姓する割合が96％と女性に対して不平等である。
〇法律で夫婦同姓を義務付けているのは世界で日本だけである。
〇選択的であることから、これまで通り同姓を望む方への不利益はな
い。
〇旧姓の通称使用では、戸籍名と違うことで様々な不便や不利益があ
る。
〇最高裁でも国会で論議するよう指摘されている。

〇家族の絆や一体感を危うくしてしまうおそれがある。
〇子どもに与える精神的影響がはかり知れない。
〇子どもがどちらの姓を継ぐかによる問題が生じる。
〇事実婚を増加させ離婚の増加や婚姻制度の崩壊をもたらすおそれが
ある。
〇選択的夫婦別姓制度を取り入れた諸外国では婚姻率が４割減少、離
婚率２倍、婚外子の割合が５割増加している状況もある。

〇旧姓の通称使用の拡大を行えばよい。

選択的夫婦
別姓制度問題

国会審議の推進を求める
意見書を国に提出

　先に開催された県議会６月定例会（6月14日～7月2日）におきまして、私たち自民党県議団が提案しました「選択的
夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議の推進を求める意見書」が賛成多数【賛成（自民・公明・民主・共産）×反対（県民）】
で可決され、内閣総理大臣はじめ国会へ提出しました
　選択的夫婦別姓問題は長きにわたって行われてきているところですが、確固たる答えが出せない状況が続いております。
国会でも自民党内で賛否が別れるとの報道がありますように、自民党県議団の中でも様々な意見がありました。

賛成意見 反対意見

　困っている方々に寄り添うことが政治の大きな役割です。選択的夫婦別姓制度は、個人のアイデンティティ、ジェンダー、
男女共同参画といった幅広い分野で課題となっております。今後、国会での活発な議論を期待します。

選択的夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議の推進を求める意見書
　夫婦が望む場合には、結婚後も夫婦がそれぞれ結婚前の姓を称することを認める選択的夫婦別姓制度の導入に関し、平成8年2月に国の法制審議会が答申を出してから四半世紀が経過した。近年、結婚前の姓で社会的信用や実績などを築く期間が長くなっていることから、結婚に伴う改姓により社会的不利益・不都合や精神的苦痛を被る事例が更に増加している。
　平成30年3月の衆議院法務委員会において、法務省民事局長が、夫婦同姓制を採用している国は日本以外にはない旨を答弁し、また本年4月の同委員会において、法務大臣が、仮に選択的夫婦別姓制度が導入された場合でも、戸籍の機能や重要性は変わらない旨を答弁している。　更に、本年6月23日に示された最高裁判所決定では6年前の判決同様に、夫婦の氏についての制度の在り方については、「国会で論ぜられ、判断されるべき事柄にほかならない」と示している。　そこで、国の基本である戸籍制度を堅持しつつ、選択的夫婦別姓制度に関し、その意義や必要性並びに家族生活及び社会生活への影響について、社会に開かれた形で議論を進めていく必要がある。　よって、国においては、近年における国民の価値観の多様化及びこれを反映した世論の動向等に鑑み、選択的夫婦別姓制度の導入に向けた国会審議を推進するよう強く要望する。　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和3年7月2日　　　　　　　　　　　
埼玉県議会議長 木下 高志

　県議会６月定例会ではその他、一般会計補正予算【第６号】121億498万
6千円及び補正予算【第7号】488億8,112万1千円（補正後累計：2兆
3,195億280万7千円）などを議決しました。
　補正予算【第６号】の主な内容は、新型コロナまん延防止等重点措置など
の影響を受けている事業者支援として、外出自粛等の影響を受けている事
業者、酒類の提供自粛等の影響を受けている酒類販売事業者、宿泊事業
者、地域公共交通事業者、県産品製造事業者への支援予算が計上されてい

ます。
　補正予算【第７号】では、まん延防止
等重点措置の6月21日から7月11日
までの21日間の延長を受け、感染防
止対策協力金の支給期間延長をはじ
め、高齢者へのワクチン接種を７月末
までに完了するための新たな支援策
や、生活困窮者を支援するための予
算等が盛り込まれています。

環境農林委員会
地方創生・行財政改革特別委員会

所属委員会
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高齢者の暮らしを支える「プラチナ・サポート・ショップ」登録制度がスタート!!
 

行政手続のオンライン化状況について
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